























──日常の心理学的安寧感と SNS（social networking service）世界における居場所感覚──
An Exploration of Psychological Mechanisms Underlying Ibasyo
Feeling in Female Undergraduates（VI）:
Psychological well­being in everyday life and Ibasyo feelings in SNS
（social networking service）universe
諸 井 克 英 木ノ下 晴 菜＊
（Katsuhide MOROI）（Haruna KINOSHITA）
Abstract : The present study explored the relationships among psychological well­being in face­to­face
situations and“ibasyo”feeling in SNS（social networking service）universe. The Psychological Well­
being Scale（Nishida, 2000 ; Ryff, 1989 ; Ryff & Keys, 1995 ; revised by authors）and“Ibasyo”Feel­
ing in SNS Universe Scale（Moroi et al., 2018）were administered to female undergraduates（N＝250）.
According to the results of the multiple regression analyses and the covariance structure analysis, self­
acceptance in face­to­face situations decreased feelings of solitude and alienation in SNS universe, while
autonomy depressed feelings of satisfaction and acceptance in SNS universe. The significance of research
in psychological mechanism underlying“ibasyo”feeling in SNS universe was discussed.





同志社女子大学生活科学 Vol . 54, 1～10（2020）
― １ ―

















































































に，SNS（Twitter, LINE, Instagram, Facebook）のアカウ
ント取得と自己隠蔽傾向（「否定的もしくは嫌悪的と感
じられる個人的な情報を他者から積極的に隠蔽する傾

























































用した。西田は，Ryff（Ryff, 1989 ; Ryff & Keys, 1995）


































































った（m＞3.5 : well_a_1 ; m＜1.5 : well_b_4 ; SD













表 1 SNS の利用頻度
0．まったく SNS を利用しない 0









well_c_4 私は，良い面も悪い面も含め，自分自身のありのままの姿を受け入れることができる。 受 .78 well_a_7 私にとって，新しいことに挑戦して新たな自分を発見することは楽しい。 成 .83
well_a_4 私は，自分の生き方や性格をそのまま受け入れることができる。 受 .74 well_c_7 私にとって，自分らしさや個性を伸ばすために新たなことに挑戦することは重要だ。 成 .75
well_e_4 私は，自分自身に対して肯定的だ。 受 .73 well_d_4 私にとって，新しい経験を積み重ねることが楽しみだ。 成 .73
well_b_1 私は，自分自身を好きである。 受 .70 well_e_5 私の人生は，学んだり，変化したり，成長したりする連続した過程といえる。 成 .45
well_d_8 私は，まわりの状況にうまく折り合いをつけながら，自分らしく生きている。 環 .57 〔Ⅳ．自律性〕
well_b_7 私は，自分の性格についてよく悩むことがある。 ＊受 −.53 well_b_6 私は，自分の生き方を考えるときに，人の意見に左右されてしまう。 律 .74
well_d_7 私は，これまでの人生において成し遂げてきたことに，満足している。 受 .48 well_c_3 私の考え方は，その時の状況や他の人の意見に左右されがちになる。 律 .68
well_a_5 私は，うまく周囲の環境に適応して，自分を生かすことができる。 環 .42 well_a_3 私は，何かを決めるとき，世間からどう見られているかとても気になる。 律 .67
well_b_8 私は，自分の身に降りかかってきた悪いことを，自分自身の力でうまく切り抜けることができる。 環 .41 well_a_9 私は，重要なことを決めるときに，他の人の判断に頼ってしまう。 律 .62
well_d_5 私は，自分が生きていることの意味を見出せない。 ＊目 −.41 well_e_3 私は，自分の行動を決定するときには，社会的に認められるかどうかをまず考える。 律 .54
〔Ⅱ．人生における目的〕 well_c_9 私は，何かを判断するとき，社会的な評価よりも自分の価値観を優先する。 ＊律 −.42
well_a_2 私は，現在，目的なしにさまよっているような気がする。 目 .77
well_a_8 私の人生にはほとんど目的がなく，進むべき道も見出せない。 目 .74 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
well_e_6 私は，自分の将来に夢をもっている。 ＊目 −.66
［因子相関］ Ⅰ *** −.31 .35 −.33well_c_2 私がどんな人生を送りたいのかは，明確だ。 ＊目 −.60
well_b_5 私のやりたいことが本当に何なのか，見出せない。 目 .60 Ⅱ *** −.40 .37













































表 2-b SNS における居場所感覚尺度に関する因子分析（最尤法，プロマックス回転〈k＝3〉）の結果－回転後負荷量－
当該因子負荷量 当該因子負荷量
〔Ⅰ．被受容感〕 〔Ⅲ．自己疎外感〕
sns_f_6 SNS の中には，私のことを必要とする人がいる。 残 .79 sns_d_7 私には，SNS で何をしてよいのか迷うことがある。 惑 .80
sns_d_8 SNS の中には，私を受け入れてくれる人がいる。 受 .77 sns_f_8 SNS では，私は自分らしさを出せない。 残 .75
sns_e_10 SNS の中には，私のことを気にかけてくれる人がいる。 受 .77 sns_e_9 SNS を利用して，私は何をしてよいか分からない。 惑 .75
sns_b_10 私が利用している SNS には，私を大切にしてくれる人がいると感じる。 受 .74 sns_d_10 SNS を利用しても，私自身を見つめることができない。 残 .70
sns_b_5 私が利用している SNS には，私の存在を認めてくれる人がいる。 受 .73 sns_d_4 SNSを利用していると，私の考えや悩みを誰にも分かってもらえない感じがする。 疎 .61
sns_a_8 SNS で交流している人の中に，私の悩みを聞いてくれる人がいる。 受 .70 sns_e_6 SNS での交流は，私の思い通りにできないことが多い。 疎 .57
sns_e_5 SNS で交流していると，私は頼りにされている。 有 .69 sns_a_4 SNS での交流は，私にとって居心地が悪い。 疎 .56
sns_a_9 いつも利用している SNS から私が抜けると，困る人がいる。 有 .68 sns_f_1 SNS で交流しようとすると，私はまごつくことが多い。 惑 .53
sns_d_9 SNS の中には，私が支えとなっている人がいる。 残 .66 sns_d_1 SNS を利用していても，私の居場所がない感じがする。 疎 .53
sns_e_4 SNS の中には，私と気持ちが通じ合う人がいる。 受 .65 sns_f_5 SNS で交流しようとしても，私はまわりの人の輪になかなか入れない。 疎 .51
sns_a_3 SNS では私がいないと，さびしがる人がいる。 有 .63 sns_f_3 SNS での交流からは，私には得るものがないような感じがする。 疎 .51
sns_a_2 SNS では，私を本当に理解してくれる人がいる。 受 .60 sns_f_10 SNS での交流しているときに，私はまわりの人から受け入れられていない気がする。 疎 .49
sns_b_2 SNS でだれかと交流することによって，夢中になれるものを見つけることができる。 充 .48 sns_e_3 SNS を利用していると，ストレスを感じる。 疎 .48
sns_b_6 私が利用している SNSには，私と同じ考え方や価値観をもっている人がいる。 受 .46 sns_a_10 SNS の利用について，私には共感できないことが多い。 残 .44
sns_f_7 SNS を通した交流に，私は満足している。 充 .46 sns_d_2 私は，SNS であまり交流したくない。 残 .44
sns_b_4 SNS を用いることで，誰かと交流できる。 受 .43
sns_f_2 SNS で交流していると，私はやりがいを感じる。 充 .43
sns_c_6 SNS を活用することで，誰かに役立つことができる。 残 .41
〔Ⅱ．心理的充足感〕 〔Ⅳ．自己孤立感〕
sns_d_5 SNS を利用していると，私はほっとできる。 充 .78 sns_c_2 SNS の画面を閲覧していると，私は落ち込みがちになる。 疎 .77
sns_a_6 SNS を閲覧することで，私だけの時間がもてる。 充 .75 sns_c_5 SNS を利用していると，私は一人ぼっちであると感じる。 疎 .71
sns_e_1 SNS を利用していると，私はくつろげる。 充 .73 sns_c_8 SNS を利用していると，私はさびしくなる。 疎 .69
sns_e_8 SNS を利用することで，私は安定した気持ちになる。 充 .72 sns_a_7 SNS を閲覧しているときに，私は自分が孤立している感じがする。 疎 .56
sns_c_3 SNS の画面を閲覧していると，私は安心できる。 充 .68
sns_b_7 SNS を利用していると，私は楽しくなる。 充 .58
sns_a_5 SNS で交流することで，私はリラックスできる。 充 .57
sns_c_7 SNS を利用しているときには，ありのままの私を出せる。 充 .55
sns_f_9 SNS を利用する際，私は自由な感じがする。 充 .55
sns_d_6 SNS を利用していると，私は自分自身を実感できる。 充 .54
sns_c_9 SNS を通した交流に，居心地の良さを感じる。 充 .54
sns_c_4 SNS の画面を見ていると，私は物思いにふけることができる。 充 .50 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
sns_e_7 SNS を利用することで，私は生き生きとできる。 充 .48
［因子相関］ Ⅰ *** .54 .02 .22sns_b_1 SNS でだれかと交流していると，私は幸せを感じる。 充 .47
sns_b_8 SNS を利用していると，私自身のことについて考えることができる。 充 .46 Ⅱ *** −.07 .13









































































（a）：Cronbach の α 係数値
（b）：当該項目得点と当該項目を除く合計得点との間のピアソン相関値
（c）：分布の正規性検定：Kolmogorv-Smirnov の検定に対する Lilliefors の修正値
表 3 SNS における居場所感覚に日常生活における心理的安寧感がおよぼす影響－重回帰分析（ステ
ップワイズ法）－
《分析 1》






















a : p＜.001 ; b : p＜.01 ; c : p＜.05
ステップワイズ法：投入基準 p＜.05，除去基準 p＜.10
β：標準偏回帰係数／R 2：決定係数























経路は命題 A を支持し，逆に b）の経路は命題 B と一
致する。また，SNS の頻度に注目すると，日常での








































































日常での「自己受容」が SNS の利用を促進し（命題 A
と一致），「自律性」は SNS の利用を抑える（命題 B と
一致）。d）SNS の利用は，SNS 世界での「心理的充足
感」を高め，「自己疎外感」を抑える（命題 A と一致）。


































（2）データの統計的解析にあたって，IBM SPSS Statistics version
26.0.0.1 for Windows と IBM SPSS Amos version 26.0.0 for Win-
dows を利用した。
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付表 2-a SNS の利用頻度と日常生活における心理的安寧感および SNS における居場所感覚との関係－ピア
ソン相関値－












a : p＜.001 ; b : p＜.01 ; c : p＜.05
付表 2-b 心理的安寧感と SNS における居場所感覚との関係－ピアソン相関値－
［SNS における居場所感覚］























a : p＜.001 ; b : p＜.01 ; c : p＜.05
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